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W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

※国名の略称は次を⽤います。欧︓ユーロ圏、独︓ドイツ、英︓イギリス、仏︓フランス

米国 日本 欧州

月 6/23

6月PMI
5月中古住宅販売件数
ウォラーFRB理事講演
ボウマンFRB副議⻑講演
シカゴ連銀総裁講演
クーグラーFRB理事講演

6月PMI
5月新築分譲ﾏﾝｼｮﾝ市場動向

欧︓6月PMI
独︓6月PMI
独︓ﾅｰｹﾞﾙ独連銀総裁講演
英︓6月PMI
EU外相理事会

火 6/24

4月S&PCS住宅価格指数
6月ｺﾝﾌｧﾚﾝｽﾎﾞｰﾄﾞ消費者信頼
感指数
ｸﾘｰﾌﾞﾗﾝﾄﾞ連銀総裁講演
ﾊﾟｳｴﾙFRB議⻑下院議会証⾔
NY連銀総裁講演
ボストン連銀総裁講演
バーFRB理事講演

5月日銀「基調的なインフレ
率を捕捉するための指標」
5月百貨店売上高

欧︓ﾚｰﾝECBﾁｰﾌｴｺﾉﾐｽﾄ講演
独︓6月IFO企業景況感指数
英︓ﾍﾞｲﾘｰBOE総裁議会証⾔
NATO首脳会議
（オランダ、-25日）

水 6/25

5月新築住宅販売件数
ﾊﾟｳｴﾙFRB議⻑上院議会証⾔

6月日銀⾦融政策決定会合
「主な意⾒」
5月企業向けｻｰﾋﾞｽ価格指数
田村日銀審議委員講演

欧︓5月新⾞登録台数

木 6/26

5月耐久財受注
5月中古住宅仮契約指数
ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ連銀総裁講演
ｸﾘｰﾌﾞﾗﾝﾄﾞ連銀総裁講演
バーFRB理事講演

英︓ベイリーBOE総裁講演

金 6/27

5月個人所得・消費支出
5月個人消費支出ﾃﾞﾌﾚｰﾀｰ
クックFRB理事講演

5月失業率・有効求人倍率
6月東京都区部消費者物価指
数
5月商業動態統計
株主総会集中日

欧︓6月景況感指数
英︓1-3月期経常収支
EU首脳会議（-28日）

土 6/28

日 6/29

来週のタイムテーブル

（出所）各種資料
1

中東情勢に対する米国の姿勢来週の
注目点



W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

豪州・NZ・カナダ アジア新興国 その他新興国

月 6/23

豪︓6月PMI 印︓6月製造業PMI
印︓6月サービス業PMI
星︓5月消費者物価指数

⼟︓5月外国人観光客数
墨︓4月小売売上高
墨︓4月経済活動指数

火 6/24

加︓5月消費者物価指数 ⾺︓5月消費者物価指数 ⼟︓6月設備稼働率
南ア︓1-3月期雇⽤統計
伯︓⾦融政策決定会合の

議事要旨
（6月17-18日開催分）

伯︓6月消費者信頼感指数

水 6/25

NZ︓5月貿易統計
豪︓5月消費者物価指数

泰︓⾦融政策委員会 露︓5月生産者物価指数
露︓5月鉱工業生産
伯︓5月経常収支

木 6/26

豪︓5月求人件数
加︓4月求人件数

星︓5月鉱工業生産
⽐︓5月財政収支

南ア︓5月生産者物価指数
伯︓⾦融政策報告書
墨︓5月貿易統計
墨︓⾦融政策決定会合

金 6/27

加︓4月GDP 中︓5月工業利益
印︓5月鉱工業生産
⽐︓5月貿易統計

伯︓5月融資残高
伯︓5月雇⽤統計
墨︓5月失業率

土 6/28

日 6/29

2

（出所）各種資料

※*は当該日以降に発表を予定しています。※国名の略称は次を⽤います。NZ︓ニュージーランド、豪︓豪州、
加︓カナダ、中︓中国、韓︓韓国、印︓インド、尼︓インドネシア、星︓シンガポール、泰︓タイ、⽐︓フィリピン、
越︓ベトナム、⾺︓マレーシア、⼟︓トルコ、露︓ロシア、墨︓メキシコ、伯︓ブラジル、南ア︓南アフリカ
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米国

3

経 済 ･ ⾦ 利 株 式

⽶国︓10年国債利回り

（％）

- ⾦利は週を通じて全般的に小動き。FOMC
を控えて、中東情勢の変化や景気指標の強
弱も目⽴った相場材料にならなかった。ま
た、FOMC自体もサプライズに乏しく、債
券市場の反応は限定的だった。FF⾦利先物
では、9月利下げの可能性が7割前後、年内
2回弱の利下げが織り込まれている。

- FOMCはFF⾦利の据え置きを決定。声明文
は「経済⾒通しを巡る不透明感は和らいだ
ものの依然高い」とした上で、「2つの使
命（物価安定と雇⽤最大化）に対する両側
のリスクに注意を払っている」と指摘。実
際、景気⾒通しは下⽅修正された⼀⽅で、
インフレ⾒通しは上⽅修正された。注目さ
れたFOMC参加者の2025年末FF⾦利⾒通
しは中央値で3.875％と、前回3月から変
化はなかった。パウエルFRB議⻑は「より
多くの情報を待てる状況にある」と述べ、
様⼦⾒姿勢を維持した。もっとも、年内利
下げ⾒送りを想定する参加者は7人と前回
の4人から増加し、意⾒の相違も⾒られる。

（出所）ブルームバーグ

⽶国︓FF⾦利の実績と⾒通し

R E I T

※2024年2-4月期の売上高は会社計画中央値。EPSは継続事業
ベース。
※FF⾦利は決定日ベースで誘導目標レンジの中⼼値、SOFRは
担保付翌日物調達⾦利の略（出所）FRB、ブルームバーグ

- 19日（木）は休場。18日までの3日間の
S&P500の騰落率は+0.1%。中東におけ
る地政学リスクが重石となった。

- 前週末、イスラエルとイランの交戦を受け
て下落したS&P500だったが、16日は
+0.9%と反発。イランが敵対的⾏為の停
止に前向きだと伝わった。17日は▲0.8％。
米国の軍事介入の可能性を示唆したトラン
プ大統領のSNS投稿に反応。18日は僅か
に下落。ほとんどの時間帯で小幅なプラス
で推移していたが、FOMC後のパウエル
FRB議⻑の会⾒が利下げに慎重な内容と受
け止められ、引けにかけて下落に転じた。

（FF⾦利︓2022年1月初〜2025年6月18日）
（SOFR⾦利先物︓2025年7月〜2027年12月）

（FOMC参加者のFF⾦利⾒通し︓2025年末〜27年末） （2024年6月19日〜2025年6月18日）（％）

- Nareit指数（配当込み）は前週末から18日
まで+0.2%。軟調な住宅指標や住宅メー
カーの決算を受け、森林が下落。⼀⽅、労
働⼒の多くを移⺠に頼るホテルは、移⺠取
り締まり緩和の可能性を好感し、反発。

不透明感が強い中でFRBは様子見姿勢を継続今週の
振返り
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米国

4

⽶国︓株価指数 ⽶国︓REIT

（米ドル）

（出所）ブルームバーグ（出所）ブルームバーグ

株 式

- 経済指標は主に23日（月）6月PMI、24日
（火）6月コンファレンスボード消費者信
頼感指数、26日（木）5月耐久財受注、27
日（⾦）5月個人所得・消費支出、5月PCE
デフレーターなど。FRB関連では24日の
パウエルFRB議⻑の議会証⾔を筆頭に、高
官講演の予定がほぼ連日あり。

- 今週は小売売上高や鉱工業生産などの下振
れが、⾦利低下や利下げ期待の上昇に影響
する場面があった。企業･家計の景況感は
通商政策などに関する報道に大きく左右さ
れやすく、注目度はやや低下していよう。
週後半の個人消費や設備投資関連の指標次
第では、景気モメンタムの悪化が改めて市
場の関⼼を集める可能性もある。

- パウエル議⻑が6月FOMCで様⼦⾒姿勢を
強調した中、FRB高官による講演が多数予
定されている。議⻑以外の高官の政策スタ
ンスに注目。⾒解のばらつきが大きいよう
だと、景気動向にかかわらず9月利下げ期
待が後退する可能性もある。

R E I T

経 済 ･ ⾦ 利

来週の
注目点

- 24日（火）〜25日（水）NATO首脳会議。
決算は25日にマイクロン・テクノロジー。
経済指標は27日に5月PCEデフレーター。

- イスラエル・イラン紛争はイスラエルが優
位に⽴っており、米国の軍事介入も取り沙
汰されている。イランの早期屈服の可能性
が出て来た⼀⽅、追い詰められた同国によ
るホルムズ海峡封鎖もテールリスクながら
無視出来ず、要警戒。NATO首脳会議に合
わせた米国と各国との関税交渉の有無にも
注目。AI向けHBM（広帯域メモリー）へ
の期待から株価が急騰したマイクロン・テ
クノロジーの決算に注意を払いたい。

（2024年6月19日〜2025年6月18日） （2024年6月19日〜2025年6月18日）

- フェデックスは前回決算で軟調なビジネス
環境と不確実性の高まりから業績⾒通しを
引き下げているが、3-5月期決算では、ガ
イダンスの修正⽅向を確認したい。産業施
設REITにとっては、設備投資計画も重要。

中東情勢とFRB高官発言
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日本

5

株 式

⽇本︓10年国債利回り

（％）

（出所）ブルームバーグ

- 19日までの前週末⽐は、日経平均株価
+1.7%、TOPIX+1.3%、グロース250が
+0.7％。イスラエルとイランの紛争が激
化し、前週末に欧米の株式市場が大幅に下
落したにもかかわらず、半導体関連株など
が主導し週明けは大幅に上昇した。その後
も円安進⾏などが好感されたほか、ゲーム
株などが人気化し上昇が継続した。19日
には、トランプ米大統領がイランに無条件
降伏を要求するなど中東情勢の悪化が懸念
され反落した。先週までの現物・先物合計
での海外投資家の売買動向は9週連続の買
い越しとなった。米国の相互関税発表以降、
米ドル建て資産からの資⾦シフトがあり、
これが株価を下支えしているようだ。

- 業種別では、その他製品、電⼒、証券、不
動産などが上昇し、医薬、海運、鉄鋼、石
油などが下落した。個別では、セガサミー
H、スクウェア・エニックス、任天堂など
ゲーム株が上昇した。⼀⽅、宝H、トレン
ドマイクロ、日本新薬などが下落した。

R E I T

経 済 ･ ⾦ 利

（2024年6月19日〜2025年6月19日）

- 東証REIT指数（配当なし）は、前週末か
ら19日まで+0.3％。米国の集合住宅が懸
念される積水ハウス・リートが下落。

- KDXはオフィス賃料を引き上げやすい環境
が醸成され、市場賃料とのギャップ解消が
期待できる。住宅の契約更改時の賃料引き
上げも本格化させる⽅針。

中東情勢悪化、原油価格急騰も株価は堅調今週の
振返り

- 日銀は6月16日〜17日に⾦融政策決定会合
を開催し、市場予想通り政策⾦利の据え置
きを決定。国債買入れの減額計画について、
2026年4月以降は四半期ごとの減額幅を原
則として現⾏の約4,000億円から約2,000
億円に圧縮する⽅針を示した。これにより、
月間買入れ額は2027年1〜3月に約2.1兆
円まで減少する⾒通し。先⾏きの⾦融政策
運営について、植田総裁は利上げ路線を維
持しつつも、米関税政策が企業収益に与え
る影響や冬の賞与・来年の春闘への懸念を
示すなど慎重な姿勢もうかがえる。

⽇本︓⻑期国債の⽉間買⼊れ予定額

（出所）日本銀⾏

（2025年6月時点）（兆円)

※2027年4月以降は中間評価時に検討・公表
※買入れ予定額は「兆円程度」
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中間評価
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日本

6

⽇本︓株価指数 ⽇本︓REIT

（円）

（出所）ブルームバーグ（出所）ブルームバーグ

株 式

- まずは、22日（日）投開票の東京都議会
議員選挙に注目。7月下旬に投開票が⾒込
まれる参議院議員選挙の試⾦石となる。小
泉農水相のコメ価格高騰対策への評価や野
党の公認候補を巡る人気低下で内閣支持率
が回復したが、慢性的な物価高に対する国
⺠の不満も強く、与党の議席獲得状況が注
目される。経済指標では6⽉東京都区部
CPIに注目。5月のPPIの伸びに減速感が⾒
られたが、CPIの伸びも沈静化するか。

- 引き続き対米関税交渉に注目。相互関税の
上乗せ部分の適⽤停止の期限切れとなる7
月初旬が近づいてきたが、交渉スピードに
変化が⾒られるか。また、トランプ米大統
領がイランを攻撃するか2週間以内に決定
を下すとしており、中東情勢や原油価格の
動向も注視。来週は株主総会の開催集中週。
例年、総会に向けて需給が改善し株価は上
昇傾向となりやすいが、7-8⽉は、⽶⾦利
低下、円高⽶ドル安進⾏の強い季節性があ
り、株価への影響に注意したい。

R E I T

経 済 ･ ⾦ 利

来週の
注目点

（2024年6月19日〜2025年6月19日） （2024年6月19日〜2025年6月19日）

- 1,800pt近辺まで急ピッチで上昇しており、
⼀旦は同水準が上値目処として意識される。

- 日本で大地震が発生するという予⾔がSNS
で拡散している香港からの5月の訪日外客
数は、前年⽐で減少している。東アジアか
らの旅客減少リスクはあるが、5月の変動
賃料型ホテルの業績も堅調を想定する。

東京都議選、中東情勢、米関税

- 中東情勢の緊迫化による原油高でインフレ
懸念が高まる中、20日（⾦）公表の5月全
国CPI（総合）は、前年同月⽐+3.5％（4
月+3.6%）となり、コメなど⾷料品を中
⼼に根強い物価上昇圧⼒が確認された。総
合指数の高い伸びが基調的な物価動向に与
える影響や、消費への負の影響には引き続
き注意が必要だ。加えて、米国の関税政策
を巡る日米交渉が⻑期化する⾒通しの中、
国内経済・物価への下押し圧⼒も懸念され
ており、23日（月）に公表される6⽉PMI
にも注目したい。
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来週の
注目点

欧州

7

（出所）ブルームバーグ

（％）

- 英国の5⽉消費者物価指数は総合で前年同
月⽐+3.4%、コアで+3.5%と、それぞれ
4月の+3.5%、+3.8%から伸び率が鈍化
した。サービス価格は同+4.7%と、4月の
+5.4%から大幅に鈍化し、3月と同じ伸び
率となった。ユーロ圏と異なり、英国は総
合、コアとも2%の目標値を大幅に上回っ
たままだが、⾜元は公共料⾦の引き上げ等
の⼀時的要因が大きい。賃⾦の伸び率の鈍
化が明らかになるなか、インフレ率が中⻑
期的に低下基調を辿る確度は高いと考える。

- BOEは市場予想通り政策⾦利を4.25%に
据え置いた。票決は6対3で、3名の委員が
0.25%ptの利下げを支持。声明文及び議
事録では、GDPの基調は弱いままであるこ
とと、労働市場が緩和し続けていることが
強調された。BOEはインフレ率は来年に入
り低下すると想定しているが、リスクは上
下双⽅向との⾒解を示している。今後の⾦
融政策の⽅針として、「⾦融引き締めの更
なる解除へは漸進的で注意深い対応が適
切」との表現を4会合連続で⽤いており、
3%台前半と目される中⽴⾦利に達するま
で、BOEはこれまで通り四半期毎の利下げ
を継続すると⾒込む。

来週の注目点

今週の振り返り
英国︓消費者物価指数

英国・ドイツ︓10年国債利回り

（2010年1月〜2025年5月）

（出所）英国統計局

- 各国の6⽉PMIが23日（月）に発表される。
ユーロ圏、英国とも、数カ月来、総合で
50近傍に留まっており、⼒強さはない。
米国の関税政策に係る不透明感だけでなく、
中東情勢が緊迫化するなか、PMIの下振れ
が懸念される。

- NATO首脳会議が24-25日にオランダで開
催される。トランプ米大統領も出席予定で、
イラン情勢についての議論が中⼼となろう。
また、対GDP⽐5%を目標に国防費を引き
上げることが正式に決定される⾒込み。
27-28日にはEU首脳会議が開催される。
NATO首脳会議の議論を踏まえて、国防費
増額の⽅針が改めて確認されよう。

（2024年6月19日〜2025年6月19日）

6月PMI

※コアは⾷品・エネルギー・アルコール・タバコを除く系列

（前年同月⽐、％）
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為替レートの推移

為替レートの週間変化率（対円）

（2025年6月13日〜6月19日）

（出所）ブルームバーグ

（％）

（出所）ブルームバーグ

（米ドル/ユーロ）（円/米ドル）

円安円高

- 先週末、イスラエルが対イラン攻撃を開始
した直後はリスクオフの円高が進んだが、
原油高騰や米⾦利上昇が円安・米ドル高に
作⽤し、米ドル円は144円近辺へ反発。今
週初、「1.15米ドルというユーロレート
は大きな障害にはならない」とのデギンド
スECB副総裁の発⾔や、6月NY連銀製造業
景況指数の下振れがユーロ高・米ドル安に
働き、ユーロ円が上昇する⼀⽅、米ドル円
は下落。その後、イランが停戦に向けて協
議を模索しているとの報道などを受け、リ
スクオンの円安が進⾏。17日、日銀は政
策⾦利を据え置き、植田総裁は記者会⾒で
「経済・物価ともに下振れリスクの⽅が大
きい」などと述べたが、市場の想定内だっ
たためか円安⽅向への反応は限定的にとど
まった。トランプ米大統領がイランに無条
件降伏を要求する姿勢を示したため、⽶国
による対イラン攻撃への警戒感とともにリ
スクオフの米ドル高が進み、米ドル円は
18日に145.44円まで上昇した。

- 中東情勢を懸念したリスクオフの円高によ
りクロス円が下落するなか、弱めの米経済
指標も影響して米ドル円は144円台に反落。
その後、関税によるインフレの⼤きさを⾒
極めるには時間がかかる可能性、とのパウ
エルFRB議⻑発⾔などを受けた米ドル高に
より米ドル円は19日に145.76円まで上昇。
クロス円はリスクオフの円高で下落した後、
原油高の進⾏に伴う円安で反発した。

- 中東情勢と原油価格に注目。中東情勢の緊
迫化が供給減少懸念による原油高を招いた
場合、米国のインフレ懸念による⾦利上昇
や日本の貿易収支悪化懸念を通じて米ドル
高・円安に作⽤する面がある。米国の軍事
介入によるイスラエル・イラン紛争拡大へ
の懸念で原油高が進むようならば、リスク
オフの円高よりも米ドル高が優勢となり、
米ドル円が上昇する可能性がある。

来週の注目点

今週の振り返り

来週の
注目点

（2024年6月19日〜2025年6月19日）

為替

中東情勢と原油価格
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豪州︓10年国債利回りと為替レート

（出所）ブルームバーグ

カナダ︓10年国債利回りと為替レート

（出所）ブルームバーグ

（2024年6月19日〜2025年6月19日）（％） （円/カナダ・ドル） （2024年6月19日〜2025年6月19日）（％） （円/豪ドル）
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豪州

今週の振り返り

来週の注目点

- 豪ドルは、米ドルに対して⽅向感に欠ける
展開となり、前週末⽐0.1%減価。円安進
⾏によって、豪ドル円は同0.8%上昇した。

- 18日発表の5⽉雇用統計では、雇⽤者数が
前月差▲0.25万人と市場予想の+2.12万
人増に反して減少。ただし、フルタイム雇
⽤者数が前月から3.87万人増加したほか、
総労働時間も前月から1.3%増加しており、
ヘッドラインに⽐べて中身に弱さは感じら
れない。NAB企業調査など⼀部に労働市場
の軟化を示唆する指標はあるが、雇⽤統計
では労働市場が堅調との⾒⽅は覆らず。

消費者物価指数に注目

- 25日（水）に5⽉消費者物価指数が発表さ
れる。月次データは更新されない品目が多
数あるため、RBAは四半期データを重視し
ている。しかし、次回7月8日のRBA理事
会までには来週の月次データしか発表され
ないため、通常よりも注目度が高い。引き
締め的な⾦融政策を巻き戻す余地は残って
おり、インフレの落ち着きを改めて確認で
きれば、RBAは利下げを続けやすくなろう。

今週の振り返り

来週の注目点

- 24日（火）に5⽉消費者物価指数が発表さ
れる。カナダ銀⾏は不確実性の高さと⾜元
のインフレ圧⼒の強さを背景に追加利下げ
を⾒送っている。関税によるインフレ圧⼒
が限定的と判断されれば、利下げ再開に踏
み切るとみられるため、関税の影響に注目。

- 中東情勢は原油相場を通じてカナダ・ドル
に影響を及ぼす可能性もあるため、要注目。

カナダ 消費者物価指数に注目

- 中東情勢の緊迫化など市場センチメントの
悪化が重荷となり、カナダ・ドルは米ドル
に対して前週末⽐0.7%減価。円安に支え
られてカナダ・ドル円は前週末⽐変わらず。

- 15-17日のG7サミットまでに米国との通
商交渉が妥結に至ることはなかった。カー
ニー首相はG7サミット後に「30日以内に
米国との通商交渉を成⽴させることで合意
した」と述べたほか、19日には、7月21日
までに交渉が成⽴しなければ米国の鉄鋼・
アルミニウム関税に報復措置を課す可能性
を示した。目先は不確実性の高い状況が続
くが、1カ月程度で⼀定の結論は出そうだ。
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インド・ブラジル
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インド

ブラジル︓株価指数と10年国債利回り

印米貿易暫定合意の可能
性や中東情勢に注目

インド︓株価指数と10年国債利回り

（%）（2024年6月19日〜2025年6月18日）（%）（2024年6月19日〜2025年6月19日）

今週の振り返り

⁃ 7月上旬の米相互関税の猶予期限が近づく
中、印米両政府が貿易に関する暫定合意に
達する可能性が高く、要注目。また、中東
情勢からも引き続き目が離せない。

- 株式市場は、貿易⾚字の予想以上の縮小を
好感し週初に上昇。その後は中東情勢の緊
迫化に伴う原油価格の上昇が重しとなった
が、NIFTY50指数は前週末⽐+0.3％で引
け、底堅い推移となった。

- 5⽉貿易統計では、⾚字が219億米ドルと
事前予想を下回ったことが好材料となった。
電⼦製品の輸出が前年同月⽐54％増とな
る⼀⽅、原油や⾦の輸入減が目⽴ったため、
貿易⾚字の縮小に繋がった。中⻑期的な貿
易構造の改善が期待される内容と⾔える。

- 中銀総裁は17日、インフレ率が中銀の予
想を下回った場合に追加利下げの可能性が
あると発⾔した。6月の⾦融政策決定会合
を受け、市場で利下げ打ち止めの⾒⽅が強
まっていたため、今回の発⾔は市場に安⼼
感をもたらした。

（出所）ブルームバーグ（出所）ブルームバーグ

来週の注目点

ブラ
ジル

中銀からの情報発信に
注目

今週の振り返り

来週の注目点

- 中東情勢の緊迫化に関して、ブラジルは地
理的に影響が小さいほか、原油高による貿
易収支の改善が期待されることから、ブラ
ジル・レアルは対米ドルで前週末⽐0.9%
増価。⾦利はまちまち。（19日は休場）

- 18日（引け後に発表）の⾦融政策決定会
合では、政策⾦利を14.75%から15%に引
き上げることが決定された。市場は政策⾦
利据え置きの予想に傾いていたため、サプ
ライズとなった。インフレ率が目標レンジ
を上回って推移する中、想定よりも経済の
減速が緩慢なことなどが利上げ決定の背景
にあるようだ。声明文では「予想されるシ
ナリオが実現した場合、まだ顕在化してい
ない利上げの累積的な効果を検証するため、
利上げサイクルの停止を想定している」と、
当面の政策⾦利据え置きが示唆された。

- 今週開催された⾦融政策決定会合の議事要
旨が24日（火）に、四半期に1度の⾦融政
策報告書が26日（木）に公表される。利
上げは終了したとの⾒⽅が強まるか。
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インドネシア・ベトナム︓株価指数中国︓株価指数と10年国債利回り

（2024年6月19日〜2025年6月19日） （2024年6月19日〜2025年6月19日）

ASEAN中国

- CSI300指数は前週末⽐▲0.5%、ハンセ
ン指数は同▲2.7％。16日は小売売上高の
上振れが好感されて上昇したものの、その
後は中東情勢の緊迫化などから軟調に推移。

- 5⽉経済指標は小売売上高が堅調となった
⼀⽅で、不動産関連指標などが引き続き軟
調だった。もっとも、堅調な小売売上高は
「618商戦」が前倒しで開始されたことや
政府の消費財買い替え支援策などを背景と
したもので、消費者センチメントの改善を
示唆するものではないだろう。実際に、今
年の「618商戦」は盛り上がりを欠いたま
ま終了した模様だ。7月末の政治局会議で
大規模な景気刺激策が発表されるか否かが
今後の焦点となるが、5月の経済指標から
は景気の急減速は確認されず、追加景気対
策の可能性を後退させる内容と考える。

今週の振り返り

- ASEAN株式市場は、中東情勢の緊迫化や
米ドル高の進⾏などを受けて、下落する国
が多かった。国内政治の不透明感の高まり
なども嫌気され、タイは前週末⽐▲4.8%
と大幅下落。⼀⽅で、ベトナムは第3回の
対米交渉が順調に進んだとの当局の発表な
どを受けて、同+2.8%と堅調に推移。

- タイでは、ペートンタン首相への辞任圧⼒
が高まっている。係争中の国境紛争に関す
るカンボジアとの電話協議の内容が流出し、
協議での同首相の発⾔がタイ軍部を批判す
るものと⾒なされ、批判を呼んだことが背
景。与党第⼆党が政権からの離脱を発表し
ており、政治的不透明感が高まりつつある。

- フィリピン中銀、インドネシア中銀は⾦融
政策決定会合において、いずれも引き続き
緩やかな⾦融緩和を実施していく⽅針を示
した。もっとも、当面の間、両中銀の⾦融
緩和のペースは対米関税交渉や中東情勢な
どの外部環境に大きく左右されよう。

今週の振り返り

中東情勢など外部環境に
左右されやすい見込み

来週の注目点
- 今週は米政府がTikTokの事業売却期限を

再々延⻑したことを除いて米中交渉に関連
した動きは⾒られなかった。米中交渉は当
面の間小休止となる公算が大きい。中東情
勢など外部環境に左右されやすいと⾒込む。

来週の注目点
- 対⽶関税交渉と中東情勢の動向に注目。

（%）

（出所）ブルームバーグ（出所）ブルームバーグ

対米関税交渉と
中東情勢の動向に注目
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直近値 期間別変化幅 直近値 期間別変化幅

政策⾦利 6/19 1カ月 1年 3年 10年国債利回り 6/19 1カ月 1年 3年

米国 FFレート（上限） 4.50% 0.00 -1.00 2.75 米国 4.39% -0.06 0.17 1.17

日本 無担保コール翌日物⾦利 0.50% 0.00 0.40 0.60 日本 1.42% -0.07 0.49 1.19

ユーロ圏 中銀預⾦⾦利 2.00% -0.25 -1.75 2.50 ドイツ 2.52% -0.07 0.12 0.86

カナダ 翌日物⾦利 2.75% 0.00 -2.00 1.25 カナダ 3.33% 0.16 0.04 -0.07

豪州 キャッシュ・レート 3.85% -0.25 -0.50 3.00 豪州 4.22% -0.31 0.04 0.09

インド レポ⾦利 5.50% -0.50 -1.00 0.60 インド 6.31% 0.02 -0.67 -1.24

ブラジル セリック・レート 15.00% 0.25 4.50 1.75 ブラジル 13.97% -0.03 2.05 1.13

メキシコ 銀⾏間翌日物⾦利 8.50% 0.00 -2.50 1.50 メキシコ 9.36% -0.05 -0.67 0.16

中国 7日物リバース・レポレート 1.40% 0.00 -0.40 -0.70 中国 1.64% -0.02 -0.60 -1.17

ベトナム リファイナンス⾦利 4.50% 0.00 0.00 0.50

直近値 期間別変化率 直近値 期間別変化率

株価指数 6/19 1カ月 1年 3年 為替（対円） 6/19 1カ月 1年 3年

米国 S&P500 5,981 0.3% 9.0% 62.8% 米ドル 145.45 0.4% -8.0% 7.7%

NYダウ 42,172 -1.4% 8.6% 41.1% ユーロ 167.16 2.7% -1.6% 18.0%

日本 TOPIX 2,792 2.0% 2.3% 52.1% カナダ・ドル 106.16 2.2% -8.0% 2.2%

日経平均株価 38,488 2.6% -0.2% 48.2% 豪ドル 94.27 0.8% -10.6% 0.7%

欧州 STOXX600 536 -2.6% 4.2% 32.9%  インド・ルピー 1.68 -1.1% -11.3% -2.9%

インド NIFTY50指数 24,793 -0.6% 5.4% 62.1% ブラジル・レアル 26.48 3.3% -8.8% 1.1%

中国 MSCI中国 73.45 -1.4% 21.5% 2.5% メキシコ・ペソ 7.64 1.9% -10.9% 15.1%

ベトナム VN指数 1,352 4.3% 5.6% 11.1% 中国人⺠元 20.24 0.7% -7.0% 0.6%

 ベトナム・ドン 0.56 -0.3% -10.3% -4.2%

直近値 期間別変化率 直近値 期間別変化率

リート 6/19 1カ月 1年 3年 商品 6/19 1カ月 1年 3年

米国 NAREIT指数 24,961 -0.6% 10.6% 22.3% WTI原油先物価格 75.14 19.9% -7.9% -31.4%

日本 東証REIT指数 1,788 3.7% 3.2% -7.0% COMEX⾦先物価格 3,408 4.5% 45.2% 85.2%

12

付録 データ集｜直近値・期間別変化幅/率

（出所）ブルームバーグ

※直近値と期間別変化幅/率は現地通貨ベース
※NYダウの単位は（米ドル）、日経平均株価の単位は（円）、WTI原油先物価格の単位は（米ドル/バレル）、

COMEX⾦先物価格の単位は（米ドル/トロイオンス）
※NAREIT指数は配当込み、東証REIT指数は配当なし
※ベトナム・ドンの対円レートは100倍表示



W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

 英ポンド ↑ポンド高  ↓ポンド安   ノルウェー・クローネ ↑クローネ高  ↓クローネ安 

（円/ポンド） （米ドル/ポンド） （円/クローネ） （クローネ/米ドル）

 チェコ・コルナ ↑コルナ高  ↓コルナ安   ハンガリー・フォリント ↑フォリント高  ↓フォリント安 

（円/コルナ） （コルナ/米ドル） （円/フォリント） （フォリント/米ドル）

 ポーランド・ズロチ ↑ズロチ高  ↓ズロチ安   ルーマニア・レイ ↑レイ高  ↓レイ安 

（円/ズロチ） （ズロチ/米ドル） （円/レイ） （レイ/米ドル）

 ロシア・ルーブル ↑ルーブル高  ↓ルーブル安   トルコ・リラ ↑リラ高  ↓リラ安 

（円/ルーブル） （ルーブル/米ドル） （円/リラ） （リラ/米ドル）

1.15

1.20

1.25

1.30

1.35

1.40

1.45

168

176

184

192

200

208

216

24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸） 対米ドル（右軸）

19

20

21

22

23

24

255.4

5.7

6.0

6.3

6.6

6.9

7.2

24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

4.632

34

36

38

40

42

44

24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

9.0

9.5

10.0

10.5

11.0

11.5

12.013.0

13.5

14.0

14.5

15.0

15.5

16.0

24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

300

320

340

360

380

400

42030

33

36

39

42

45

48

24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

4.3

4.4

4.5

4.6

4.7

4.8

4.928

30

32

34

36

38

40

24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸）
対米ドル（右軸、上下反転）

50
60
70
80
90
100
110
1201.3

1.4
1.5
1.6
1.7
1.8
1.9
2.0

24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）
28

30

32

34

36

38

403.0

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0

24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

付録 データ集｜為替レート（欧州）
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※グラフの期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間
※ハンガリー・フォリントの対円レートは100倍表示 （出所）ブルームバーグ



W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

 中国⼈⺠元 ↑人⺠元高  ↓人⺠元安   香港ドル ↑香港ドル高  ↓香港ドル安 

（円/人⺠元） （人⺠元/米ドル） （円/香港ドル） （香港ドル/米ドル）

 韓国ウォン ↑ウォン高  ↓ウォン安   インド・ルピー ↑ルピー高  ↓ルピー安 

（円/ウォン） （ウォン/米ドル） （円/ルピー） （ルピー/米ドル）

 インドネシア・ルピア ↑ルピア高  ↓ルピア安   フィリピン・ペソ ↑ペソ高  ↓ペソ安 

（円/ルピア） （ルピア/米ドル） （円/ペソ） （ペソ/米ドル）

 マレーシア・リンギ ↑リンギ高  ↓リンギ安   ベトナム・ドン ↑ドン高  ↓ドン安 

（円/リンギ） （リンギ/米ドル） （円/ドン） （ドン/米ドル）

14,800

15,200

15,600

16,000

16,400

16,800

17,2000.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

3.8

4.0
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4.4

4.6

4.8

5.026

28
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7.0

7.2

7.4
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24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）
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1,300
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1,5009.5
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11.5
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24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）
78
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84

86

88

901.5

1.6

1.7

1.8

1.9

2.0

2.1

24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）
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60

622.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

21,000

22,000

23,000

24,000

25,000

26,000

27,0000.54

0.56

0.58

0.60

0.62

0.64

0.66

24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

7.74

7.76

7.78

7.80

7.82

7.84

7.8616

17
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22

24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

付録 データ集｜為替レート（アジア）
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※グラフの期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間
※韓国ウォンとインドネシア・ルピアとベトナム・ドンの対円レートは100倍表示 （出所）ブルームバーグ



W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

 豪ドル ↑豪ドル高  ↓豪ドル安   NZドル ↑NZドル高  ↓NZドル安 

（円/豪ドル） （米ドル/豪ドル） （円/NZドル） （米ドル/NZドル）

 カナダ・ドル ↑カナダ・ドル高  ↓カナダ・ドル安   メキシコ・ペソ ↑ペソ高  ↓ペソ安 

（円/カナダ・ドル） （カナダ・ドル/米ドル） （円/ペソ） （ペソ/米ドル）

 ブラジル・レアル ↑レアル高  ↓レアル安   コロンビア・ペソ ↑ペソ高  ↓ペソ安 

（円/レアル） （レアル/米ドル） （円/ペソ） （ペソ/米ドル）

 チリ・ペソ ↑ペソ高  ↓ペソ安   南アフリカ・ランド ↑ランド高  ↓ランド安 

（円/ペソ） （ペソ/米ドル） （円/ランド） （ランド/米ドル）

0.54
0.57
0.60
0.63
0.66
0.69
0.72
0.75
0.78

86
89
92
95
98

101
104
107
110

24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19
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0.56
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1.28
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1.44

1.4895
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110
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24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）
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7.0
7.5
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8.5
9.0
9.5
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24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）
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216.5

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

9.5

24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）

4.4

4.8
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6.822
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対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）
2,800

3,200

3,600

4,000
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4,800

5,2002.7

3.0
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3.6

3.9
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対円（左軸） 対米ドル（右軸、上下反転）
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1,10014
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付録 データ集｜為替レート（オセアニア、南北アメリカ、アフリカ）
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※グラフの期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間
※コロンビア・ペソとチリ・ペソの対円レートは100倍表示 （出所）ブルームバーグ



W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

 原油  天然ガス
（米ドル/バレル） （米ドル/MMBtu）

 ⾦  銀
（米ドル/トロイオンス） （米ドル/トロイオンス）

 銅  ⼤豆
（米ドル/ポンド） （米ドル/ブッシェル）

 コーン  ⼩⻨
（米ドル/ブッシェル） （米ドル/ブッシェル）

3.4

3.8

4.2

4.6

5.0

5.4

5.8

24/6/19 24/10/19 25/2/19 25/6/19

COMEX銅先物価格
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1,900

2,200
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COMEX⾦先物価格
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NYMEX天然ガス先物価格

21
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COMEX銀先物価格

付録 データ集｜商品
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※グラフの期間は当資料発⾏日の前日を基準に過去1年間
（出所）ブルームバーグ



W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

memo
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W e e k l y！ I n v e s t m e n t  E n v i r o n m e n t

memo
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URL https://www.daiwa-am.co.jp/   お問合わせ 0120-106212 (受付時間 9:00〜17:00)
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ABS︓資産担保証券、ADR︓米国預託証券、APEC︓アジア太平洋経済協⼒、ASEAN︓東南アジア諸国連合、
BIS︓国際決済銀⾏、BOC︓カナダ銀⾏、BOE︓イングランド銀⾏、BRICS︓ブラジル・ロシア・インド・中
国・南アフリカ、CFETS︓中国外貨取引センター、COP︓国連気候変動枠組条約締約国会議、CP︓コマー
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